
　

俳　

句	

　
　
　
　
　

尾

形

千

寿　

選

新
入
児
背
中
は
み
出
す
ラ
ン
ド
セ
ル　
　

村
上　

章

花
の
冷
渓
の
底
よ
り
風
生
る　
　
　
　
　

西
坂
博
子

行
き
交
ひ
し
人
に
も
会
釈
花
の
土
手　

森
本
ヤ
ヨ
イ

料
峭
や
ブ
ル
ー
ト
レ
イ
ン
引
退
す　
　
　

平
井
澄
子

農
継
ぐ
と
次
男
帰
り
て
春
耕
す　
　
　
　

伊
藤
梶
子

遊
ぶ
こ
と
知
ら
ぬ
夫
婦
の
日
向
ぼ
こ　

野
口
八
千
代

恋
猫
の
傷
な
め
て
い
る
寺
の
縁　
　
　
　

日
野
貞
子

勘
三
郎
の
幟
は
た
め
く
春
の
風　
　
　
　

青
野
良
子

　

川　

柳	

　
　

	

　
　

平

尾

忠

文　

選

や
さ
し
さ
が
孫
の
言
葉
で
倍
加
す
る　

今
井
マ
サ
コ

ラ
イ
バ
ル
は
自
分
い
た
わ
る
影
法
師　

河
渕
カ
ズ
子

こ
れ
し
き
の
不
況
ま
け
な
い
戦
中
派　
　

尾　

康
博

自
覚
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
加
齢
と
い
う
事
実　

金
子
一
孝

金
儲
け
下
手
だ
が
使
う
の
は
上
手　
　
　

山
内
清
和

陽
の
恵
み
く
ら
し
が
匂
う
干
大
根　
　
　

近
藤
愛
子

無
い
袖
を
振
り
た
く
も
な
る
孫
の
笑
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
原
恵
美
子

老
い
二
人
孫
の
電
話
に
仲
直
り　
　

日
和
佐
マ
サ
子

　

短　

歌	
	

	

藤

田

虎

雄　

選

故ふ
る
さ
と郷

に
似に

た
る
こ
の
山
こ
の
小お

が

わ川
母
眠
る
地
に
心
安

ら
ぐ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

越
智
幸
子

瀬
戸
の
海う

み

海の

り苔
摘つ

み
舟
の
行ゆ

き
来き

し
て
寄
せ
て
は
返

す
小さ

ざ
な
み波

の
音　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢
野
シ
ヅ
エ

寒か

ん

ず漉
き
の
舟
に
は
白
き
波
の
立
ち
音
チ
ャ
プ
チ
ャ
プ

と
工こ

う

ば場
に
ひ
び
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
田　

薫

車
椅
子
に
腰
掛
け
膝ひ

ざ

に
と
ど
ま
れ
る
冬
の
夕
日
は
し

ば
し
温ぬ

く

と
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊
島
キ
ヨ
ノ

今
日
一ひ

と

ひ日
す
べ
て
贅ぜ

い
た
く沢

す
る
日
と
ぞ
決き

め
て
は
み
た

が
何な

に

か
は
ず
か
し　
　
　
　
　
　
　
　

越
智
百
合
子

讃
美
歌
の
響
く
聖せ

い
ど
う堂

厳
か
に
誓ち

か

い
述の

ぶ
る
は
我
が

息む

す

こ子
な
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塚
靖
樹

亡な

き
夫つ

ま

の
植
え
し
白は

く
ば
い梅

凛り
ん

と
咲
き
強
く
生
き
よ
と
励

ま
す
が
ご
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

黒
田
ト
ク
子

枝
切
り
し
銀い

ち
ょ
う杏

は
拳

こ
ぶ
し

つ
き
上あ

げ
て
無ぶ

こ

つ骨
な
わ
れ
の
生い

き
ざ
ま
に
似
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤　
　

泉

■
第
34
回
西
条
西
川
柳
大
会（
西
条
西
川
柳
連
盟
主
催
）の
お
知
ら
せ

　

５
月
24
日
（日）
、
中
央
公
民
館
に
て
10
時
開
会
。
宿
題
は
、
エ
コ
、

夢
、
好
き
、
変
、
笑
う
、
派
遣
、
裏
表
、
財
布
（
各
題
読
込
み
可
）
。

会
費
１
５
０
０
円
（
昼
食
代
等
込
）
、
投
句
料
１
０
０
０
円
必
要
。

投
句
締
切
り
は
５
月
20
日
（水）
必
着
。

投
句
先
・
問
合
せ
　

〒
７
９
９

－

１
３
７
１
　

周
布
５
６
３

－

１
３

　

平
尾
忠
文
　

℡
・
FAX
０
８
９
８

－

６
４

－

３
３
５
９

■
さ
い
じ
ょ
う
文
芸
広
場
作
品
（
俳
句
・
川
柳
・
短
歌
）
募
集

　

作
品
（
俳
句
・
川
柳
・
短
歌
の
別
を
書
き
、
漢
字
に
は
ふ
り
が
な

を
振
っ
て
く
だ
さ
い
）
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
毎

月
１
日
ま
で
に
郵
送
・
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
先
　

〒
７
９
３

－

８
６
０
１
　

明
屋
敷
１
６
４
　

市
庁
舎
本
館

　

総
務
課
　

広
報
情
報
係
　

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
０
４

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最近、来日当初の体験を話す機会がありました。そこで話した
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ことを紹介します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最初の話は「やかましい麺」。16年前にロンドンから日本に来
　　　　　　　　　　　　　　　　　　る時、飛行機の後部座席には、年配の日本人団体客が座っていま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　した。私の横にはビジネスマンが座っていて、彼は、日本人はと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ても礼儀正しいという話を始めました。例えば、名刺は相手の顔
を直視せずお辞儀をしながら両手で渡すし、日本食はきれいに盛り付けて、大変丁寧なウエートレスが配
膳してくれると。彼は日本が本当に大好きで、あなたも日本を好きになるよと言いました。それから食事
の時間になり、客室乗務員が、日本のそばと洋食、どちらがいいか聞きに来ました。私は洋食を注文し、
隣のビジネスマンとお互いの健康を祈って乾杯をしました。その時、後ろの方から一気に麺をすする音が
したのです。ずるずるずるずる!!　Oh no!　アンビリーバボー！ 
　２つ目は「健康診断」。中学校で英語を教えることになった私は、上司から健康診断を受けるよう言わ
れました。病院の受付で座って待っていると、看護師が私を呼びましたが、私は気付きませんでした。な
ぜなら私の苗字のWestrop（ウェストロップ）を言うのが日本人には難しいと知らなかったからです。私
は最初に体重計にのり、彼女は診断表に書き込みました。次に身長を測り、彼女はまた書き込みました。
最後に彼女は「この線に立ち、これを目に当ててください」と、黒いスプーンのような物を渡しました。
彼女は３ｍほど離れた視力検査表の「あ」を指し、「あ」ですか「お」ですかと聞くのです。もちろん分
かりません。次に「め」ですか「ぬ」ですかと聞きます。一体どうしたらいいのか？　Oh no！　中学校
で働けないかも!!　最後に彼女は診断表に何やら書き始め…私は無事日本に住むことになりました。

▲外国語指導助手

　リチャード・
　　　ウェストロップさん

広報さいじょう　2009　5月号33


